
- 今月の主な内容 -
●村長選挙・小川村議会議員補欠選挙…２

●３月定例議会…3

●令和４年度小川村当初予算の概要…4〜 5

●美しい村推進委員募集…10

広
報おがわ

ここでいい、ここがいい！ 小川村 2022(令和4)年  

4 vol.350
月号  

小川小学校入学式           　  　4月6日㈬

　小川小学校で入学式が行われました。暖か

い春の日差しの中、12名の新入生が夢と希望

を胸に新たな一歩を踏み出しました。
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◆
村
長
選
挙

　

染
野  

隆
嗣 

村
長

　
　

第
二
期
目
ス
タ
ー
ト

　　

任
期
満
了
に
伴
う
小
川
村
長
選
挙
は
３
月
22
日

㈫
に
告
示
さ
れ
、
現
職
の
染
野
隆
嗣
氏
（
上
野
）

が
無
投
票
で
、
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
3
月
27
日
㈰
選
挙
会

を
開
き
、
宮
下
藤
治
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
は
、
4
月
11
日
㈪
に
就
任
式
を
役
場
大
会
議

室
で
開
き
ま
し
た
。
村
長
は
職
員
に
対
し
「
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
を
は
じ
め
様
々
な
行
政
課
題

が
あ
る
中
、
職
員
と
共
に
汗
を
流
し
、
こ
れ
か
ら

の
4
年
間
、
力
の
限
り
を
尽
く
し
た
い
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

◆
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

塚
田  

綾
子
氏  

当
選
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村
議
会
議
員
補欠

選
挙
は
、
村
長
選
挙
と
同

じ
3
月
22
日
㈫
に
告
示
さ
れ
、塚
田
綾
子
氏（
上

野
）
が
無
投
票
で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

����������










村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
3
月
27
日
㈰
選
挙

会
を
開
き
、
宮
下
藤
治
委
員
長
か
ら
当
選
証
書

が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
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任
期
は
、
令和

4
年
3
月
27
日
か
ら
令和

5

年
9
月
30
日
で
す
。

第
４
次
小
川
村
消
費
促
進

商
品
券
配
布
事
業
の
実
施

に
つ
い
て

　

村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
一
つ
と
し
て
「
小
川
村
消
費
促
進
商

品
券
」
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
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無
償
配
布
の
商
品
券
で
す
の
で
、
お引換



い
た
だ
き
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
使
用
期
間

　

４
月
20
日
㈬
～
８
月
31
日
㈬

◆
問
合
せ
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総務

課　

総
合
戦略推


進
室　
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こ
の
た
び
の
小
川
村
長
選
挙
に
際
し
ま
し
て
は
、
多
く
の
皆

様
方
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
２
期
目
の
村
政
運
営
の
重
責

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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頂
い
た
多
く
の
方
々
の
声
を
�
�
���


�
�
���
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念頭

に
��
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、
村
民皆

様
の
期
待
に

背
く
こ
と
の
無
い
よ
う
誠
実
に
懸
命
に
責
務
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
の
１
期
４
年
を
振
り
返
り
み
ま
し
て
も
、
こ
こ
２

ヶ
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
行
政
運
営
に
も
様
々
な
影
響
が
で

て
い
ま
す
。
ま
た
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
発
な
ど
、

い
つ
の
時
も
、
い
つ
の
時
代
も
行
政
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
尽

き
ま
せ
ん
。
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人
口
減
少
、
少
子
化
が
進
む
な
か
、
常
に
新
た
な
視
�
�
�

点�

�
に
立

ち
、「
何
を
継
続
し
何
を
変
え
て
い
く
べ
き
か
。」　

こ
れ
ま
で

多
く
の
先
輩
諸
氏
、
先
人
の
方
々
が
築
い
て
こ
ら
れ
た　
「
郷

土　

小
川
村
」　

を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
繋
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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こ
こ
に
村
政
執
行
２
期
目
の
ス
タート


に
あ
た
り
、
村
民
と

行
政
、
双
方
の
顔
が
見
え
る
地
域
の
利
点
を
活
か
し
た
対
話
の

あ
る
行
政
を
基
本
に
、
村
政
各
事
業
に
鋭
意
取
�
�
��

�
�

り
�
��

�
�

組
ん
で
参
り

ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 村

長
就
任
の
あ
い
さ
つ
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３
月
定例

会
が
２
月
24
日
か
ら
３
月
11
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定例

会
で
は
、
諮
問
１
件
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
案
１
件
、
人
事
案
９
件
、
事
件

案
２
件
、
条
例
案
９
件
、
令和

３
年
度
補
正
予
算
案
５
件
、
令和

４
年
度
予
算
案
７
件
の

全
34
件
が
提
案
さ
れ
、
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
決
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
定
例
村
議
会

◇
専
決
処
分
事
項
◇

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◦
除
雪
委
託
料	

４
，
０
０
０
万
円

◦
除
雪
燃
料
費	

50
万
円

◇
諮
問
◇

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
�
�
�
�
�

推薦

�
�
�

につい



て
◦
福
嶋　

美
雪
さ
ん
（
�
�
�
�
��

�

田
島穴尾��




�

）
を
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
を
得
ま
し
た
。

◇
人
事
案
◇

■
小
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
につい


て

◦
西
条　

秀
夫
さ
ん
（
高
府
�
�
���



下
町���




）
の
再

任
に
同
意
を
得
ま
し
た
。

■
小
川
村
農
業
委
員
の
任
命
につい


て

◦
宮
下　

元
夫
さ
ん
（
花
尾和

田
）

◦
和
田　
一
秀
さ
ん
（
上
野
）

◦
小
林　
一
明
さ
ん
（
日
影
）

◦
大
久
保
和
彦
さ
ん
（
富
吉
栗
本
）

◦
下
薗　

和
秀
さ
ん
（
成
就
第
二
）

◦
金
木　

政
子
さ
ん
（
法
地
中
村
）

◦
宮
林
幸
五
子
さ
ん
（
菅
沼
）

◦
三
水　

亜
矢
さ
ん
（
二
反
田
）
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以
上
８
名
の
任
命
に
同
意
を
得
ま
し
た
。

◇
事
件
案
◇

■
小
川
村
農
業
委
員
会
委
員
に
占
め
る
認

定
農
業
者
等
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者

の
割
合
を
４
分
の
１
と
す
る
こ
と
の
同

意
につい


て

■
小
川
村
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
選
定
につい


て

◦
「
小
川
村
農
物
産
館
」
の
指
定
管
理
者

に
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

大
町市

の
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

株
式
会
社ハーヴェ




ス
タ
・

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ズ
を
指
定
す
る
も
の

◇
条
例
案
◇

■
行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
の
廃
止
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
につい


て

■
小
川
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つい

て

■
小
川
村
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
につい


て

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
につい


て

■
小
川
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
につい


て

■
小
川
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

につい


て

■
小
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
につい


て

■
小
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
につい


て

■
小
川
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
につい


て

◇
令
和
３
年
度
補
正
予
算
◇

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
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歳
入
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◦
減
債
基
金
積
立
金　

	

４
，
７
０
０
万
円

◦
公
共
土
木
施
設
現
年
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　

	

△
２
億
６
，
５
０
０
万
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

�
�
�������������













歳
入
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◦
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
負
担
金　

		


39
万
円

◦
一
般
被
保
険
者
医
療
給
付
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

△
２９

５
万
円

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

基
幹
改
良
事
業
費
３
，
９
４
０
万
円
を

繰
越
明
許
費
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

�
�
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歳
入
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◦
排
水
設
備
工
事
費　
　
　
　

	

40
万
円

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（

第
２
号
）

　

�
�
�������������













歳
入
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◦
消
耗
品
費　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
万
円
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骨
格
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が『
住
み
続
け
た
い
小
川
村
で
あ
る
た
め
に
』を
実
現

す
る
べ
く
、
地
方
創
生
の
な
か
で
継
続
し
て
い
る
事
業
を
柱
に
、
義
務
教
育
費
補

助・
公
設
塾
の
開
設
、
福
祉
施
設
の
環
境
改
善
、
住
民
健
康
管
理
体
制
の
拡
充
、

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
へ
対
応
す
る
た
め
の
環
境
整
備
、
農
業
振
興
へ
の
各
種
支
援
事

業
な
ど
、
子
育
て
世
代
を
は
じ
め
幅
広
い
世
代
に
対
し
事
業
を
実
施
し
ま
す
。最

重
要
課
題
と
も
い
え
る「
人
口
減
少
対
策
」「
移
住・定
住・関
係
人
口
創
出
」事
業
に

つ
い
て
は
、
移
住
相
談
会
の
定
期
開
催
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
へ
の
促
進
等
を
継

続
し
な
が
ら
、
新
た
に
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
を
取
り
入
れ
Ｕ
Ｉ
Ｊ
ター

ン

者
を
期
待
し
ま
す
。

　

更
に「
美
し
い
村
」推
進
の
た
め
、
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業
に
よ
る
間
伐
事

業
や
支
障
木
伐
採
事
業
を
進
め
環
境
整
備
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用
し
経
済
対
策
で
あ
る
全
村
民
へ
の
商

品
券
配
布
事
業
や
宿
泊
応
援
事
業・
観
光
消
費
促
進
事
業
等
の
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

歳
入
は
、
税
収
の
う
ち
個
人
村
民
税・固
定
資
産
税
は
微
減
と
し
た
一
方
、
実

績
や
人
の
動
き
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
人
村
民
税
７・１
％
増
、
村
た
ば

こ
税
36・２
％
の
増
と
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
昨
年
度
交
付
決
定
額
や
地
方
財
政
計
画
を
基
に

16
億
8
千
万
円
を
見
込
み
、
災
害
復
旧
事
業
、
道
路・橋
梁
維
持
補
修
事
業
や
公

共
施
設
整
備
ま
た
高
校
通
学
費
補
助
に
伴
う
村
債
は
、
1
億
7
千
７
６
０
万
円
。

う
ち
交
付
税
の
不
足
分
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
は
２
，２
０
０
万
円
を
見
込
み

ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
総務

費
が
３
，３
５
１
万
円
増
の
４
億
５
，９
０
３
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
主
な
要
因
は
消
費
促
進
商
品
券
事
業
と
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
及
び
標
準

化
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。続
い
て
教
育
費
が

１
，７
５
４
万
円
増
の
２
億
３
，７
０
２
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
主
な
要
因
は
小
中
学

校
施
設
の
全
ト
イ
レ
を
洋
式
化
す
る
も
の
で
す
。商
工
費
が
１
，２
５
５
万
円
増
の

９
，４
５
２
万
円
で
、
宿
泊
応
援
事
業
及
び
観
光
消
費
促
進
事
業
や
指
定
管
理
委

託
料
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。土
木
費
は
５
，８
８
４
万
円
減
の
３
億
２
，７
５
４
万

円
で
、
村
内
橋
梁
修
繕
に
４
，６
０
０
万
円
、
道
路
維
持
工
事
に
２
，０
０
０
万
円
、

除
雪
事
業
に
４
，０
６
０
万
円
等
で
す
。こ
の
ほ
か
白
馬
長
野
有
料
道
路
回
数
券
助

成
、
振
興
作
物
栽
培
支
援
、
福
祉
施
設
整
備
、
長
野
市
と
の
連
携
中
枢
事
業
を
展

開
し
た
高
齢
者
の
交
通
弱
者
対
策
事
業
の
継
続
、
義
務
教
育
費
補
助
の
増
額
、
高

校
通
学
費
助
成
事
業
の
継
続
な
ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、
公
債
費（
村
の
借
金
返
済
）

は
１・８
％
減
の
２
億
９
，５
３
２
万
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
移
住
促
進
、
起
業
、
若
者
定
住
推
進
事
業
】

●
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
り
、
人
口
減
少
����������










対
策
��������








事
業
を
進
め
ま
す
。

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
，
９
３
９
万
円

◦
白
馬
長
野
有
料
道
路
回
数
券
助
成　
　
　
　
　

	

１
，
�
�
���



５
６���




３
��

万
円

◦
空
き
家
改
修
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

３
６���




０
万
円

◦
Ｕ
Ｉ
Ｊ
ター

ン
就
業
創
業
移
住
支
援
事
業　
　
　

	

３
２
０
��

万
円

◦
危
険
廃
屋
解
体
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
０
０
��

万
円

◦
起
業
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

１
０
０
��

万
円

◦
空
き
家
活
用
推
進
事
業
（
家
財
整
理
）　　
　
　

	

１
０
０
��

万
円

◦
就
労
激
励
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

１
０
０
��

万
円

【
村
づ
く
り
推
進
事
業
】

●
関
係
人
口
創
出
事
業
や
公
共
交
通
利
便
性
向
上
事
業
を
進
め
��

�
��


、
�
�
��


住
み
続
け

た
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◦
ふ
る
さ
と
納
税
事
業　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 	

１
，
３
����




４
���



５
��

万
円

◦
美
し
い
村
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

４
４
２��


万
円

◦
公
共
交
通
利
便
性
向
上
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
４
３
��

万
円

◦
結
婚
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
０
５
��

万
円

【
経
済
活
性
化
・
農
林
業
振
興
・
観
光
資
源
整
備
事
業
】

●
振
興
作
物
の
生
産
推
進
、
遊
休
農
地
対
策
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
取
り

組み

ま
す
。
観
光
資
源
や
施
設
の
整
備
、
拡
充
事
業
に
も
取
り
組み

ま
す
。

◦
農
林
公
社
委
託
事
業
（
農
地
再
生
利
用
等
）　	

１��


�
�
��


，
３
１２��



万
円

◦
大
豆
振
興
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

９
０
６��


万
円

◦
そ
ば
・
雑
穀
生
産
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

	
 

９
０
��

万
円

◦
新
規
就
農
者
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

１
３
２��


万
円

◦
認
定
農
業
者
機
械
導
入
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

	

１
０
０
��

万
円

◦
山
羊
放
牧
事
業　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

５
１��


万
円

◦
組
織
型
営
農
（
集
落
営
農
）
支
援 　
　
　
　
　

 	

２２１��




万
円

◦
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

	

３
１９��



万
円

◦
多
面
的
機
能
支
払
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
０
7
万
円

◦
堆
肥
セ
ン
ター

屋
根
修
繕
事
業　
　
　
　
　
　
　

	

３
３
０
��

万
円

◦
鳥
獣
被
害
防
止
柵
設
置
事
業                	

１����





７
���



０
��

万
円

◦
森
林
環
境
整
備
事
業
（
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業
）	

６
０
３
��

万
円

◦
鳥
獣
対
策
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
８
９
�
��


２��


万
円

◦
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
事
業　
　
　
　
　

	
３
４
８
��

万
円

◦
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　

	

１
，
０
３
���



７
万
円

◦
危
険
木
伐
採
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

１
０
０
��

万
円

　

～
首
長
選
の
た
め
、
骨
格
予
算

　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
���



定住促進等を中心とし









た
継続

予
算
～

　

����



�
�
���


�
�
�
�
�
�
�

一
般
会
計
当初

予
算
２
８億７００万円







令
和
4
年
度
小
川
村
当
初
予
算
の
概
要

◦
星
と
緑
の
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
事
業
費  　

      	

２
，
５
３
６��


万
円

【
健
康
長
寿
・
子
育
て
支
援
事
業
等
】

●
「
健
康
で
思
い
や
り
の
あ
る
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
高
齢
者
に
優
し

く
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
事
業
を
進
め
ま
す
。

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業　
　

	

８
０
０
万
�円

◦
在
宅
福
祉
支
援
セ
ン
ター

運
営
事
業　
　
　
　

	

１
，
��

�
��


７
�
�
��


３
６��


万
円

◦
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
者
慰
労
金　
　
　
　
　
　

	

１１

８
��

万
円

◦
介
護
予
防
事
業
（
要
支
援
者
含
む
）　　
　
　
　

	

２２���





７
万
円

◦
小
川
荘
（
小
川
の
湯
）
運
営
事
業　
　
　
　
　

	

１
，
４
０
���



７
万
円

◦
ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業　
　
　
　
　
　
　

	

５
４
０
��

万
円

◦
び
っ
く
ら
ん
ど
小
川
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業　
　
　

	

１
４
２��


万
円

◦
高
校
通
学
費
助
成
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

６９

８
��

万
円

◦
す
こ
や
か
成
長
祝
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

１����





７
���



４
��

万
円

◦
不
妊
治
療
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
 

３
０
��

万
円

◦
が
ん
検
診
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

５
６
０
��

万
円

◦
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

１１

０
��

万
円

◦
小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事　
　
　
　
　
　

	

１
，
６１

５
��

万
円

◦
公
設
学
習
塾
運
営
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

５
６
０
��

万
円

◦
�
�
�
��

�
�����




�
��


奄
美
市��


�
�����




�
��


住
用
町
と
の
交
流
体
験
事
業                	

２
３
１��


万
円

【
環
境
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
防
災
・
交
通
安
全
対
策
等
】

●
簡
易
水
道
事
業
改
良
工
事
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
村
道
・
橋
梁
の
維
持
修

繕
事
業
を
進
め
ま
す
。

◦
簡
易
水
道
基
幹
改
良
事
業　
　
　
　
　
　
　

 	

１
０
，
０
０
０
��

万
円

◦
太
陽
光
発
電
補
助
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 	

４
０
��

万
円

◦
免
許
証
自
主
返
納
者
交
付
金　
　
　
　
　
　
　
　

 	

３
６��


万
円

◦
消
防
団
員
報
酬
（
増
改
定
）　　
　
　
　
　
　

  	

８
１６��



万
円

◦
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

４
，
６
０
０
��

万
円

◦
道
路
維
持
補
修　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
，
０
０
０
��

万
円

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
】

◦
第
�����������������
















４
����������������















次
消
費
促
進
商
品
券
事
業　
　
　
　
　
　

	

２
，
４
９
０
��

万
円

◦
宿
泊
応
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

６
０
０
��

万
円

◦
観
光
消
費
促
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

２
０
０
��

万
円

◦
小
����������









�
�
��


中
���������








�
�
��


学
校
�������






�
�
��


・
バ
ス
テ
イ
高
府
�
�
��


網戸

設
置	

１
３
５
万
円

◦
園
児
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
事
業　
　

	
 

７
�
��


６��


万
円

◦
郷
土
料
理
給
食
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
 

６���




７
万
円
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特別会計の状況

〈国の制度に基づく会計〉 〈村独自の会計〉

〈企業会計〉

会　計　名 歳出予算額 一般会計からの繰入金

国民健康保険  事業勘定 31,840 3,101

国民健康保険  直診勘定 10,519 1,712

介護保険 48,102 7,799

後期高齢者医療 4,263 1,508

会　計　名 歳出予算額 一般会計からの繰入金

村営バス事業 3,599 3,430

会　計　名 歳出予算額 一般会計からの繰入金

簡易水道事業 25,150 8,822

下水道事業 26,903 13,408

単位 : 万円 単位 : 万円

単位 : 万円

小川村全体では

令和3年度

令和4年度
一般会計
28億 700万円

特別会計
15億376万円

43億
1,076万円

43億
3,383万円

特別会計
14億2,583万円

一般会計
29億 800万円

基金残高見込額（特別会計含む） 村債残高見込額

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

350000

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

350000

一般会計
18億3,196万円

簡易水道事業
7億940万円

下水道事業
6億9,998万円

その他
8億8,521万円

減債基金
10億2,050万円

財政調整基金
11億8,764万円

その他
8億8,972万円

減債基金
10億2,327万円

財政調整基金
11億9,584万円

一般会計
19億4,614万円

簡易水道事業
7億880万円

村
営
バ
ス
事
業　

6
3
0
万
円

村
営
バ
ス
事
業　

5
6
0
万
円

下水道事業
6億3,919万円

歳　出

福祉
5億9,450万円
　21.3％

教育
2億3,702万円
　　8.4％

保健・環境
2億4,559万円
　　　8.7％

産業振興
2億4,060万円
　　8.6％

土木・住宅
3億2,776万円
　　11.7％

災害復旧
2億4,050万円
　　8.6％

予備費等　710万円
　　　　　0.2％

議会・総務
5億655万円
　　18.0％

村債返済
2億9,532万円
　　10.5％

消防　1億1,206万円　4.0％

歳出総額
28億700万円

30億9,335万円
31億8,055万円33億5,492万円

令和3年度末見込額 令和4年度末見込額 令和3年度末見込額 令和4年度末見込額

歳　入

国庫支出金
3億1,184万円
　　11.1％

繰入金
3,038万円  1.1％

県支出金
1億2,055万円  4.3％

村債
1億7,760万円　
　6.3％

その他　1億8,084万円　6.4％

村税 
1億7,590万円　
　    6.3％

地方交付税等
18億989万円　64.5％

歳入総額
28億700万円

31億883万円

縦に90％縮小してある

基金残高見込額（特別会計含む） 村債残高見込額

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

350000
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50000
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250000
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350000

一般会計
18億3,196万円

簡易水道事業
7億940万円

下水道事業
6億9,998万円

その他
8億8,521万円

減債基金
10億2,050万円

財政調整基金
11億8,764万円

その他
8億8,972万円

減債基金
10億2,327万円

財政調整基金
11億9,584万円

一般会計
19億4,614万円

簡易水道事業
7億880万円

村
営
バ
ス
事
業　

6
3
0
万
円

村
営
バ
ス
事
業　

5
6
0
万
円

下水道事業
6億3,919万円

歳　出

福祉
5億9,450万円
　21.3％

教育
2億3,702万円
　　8.4％

保健・環境
2億4,559万円
　　　8.7％

産業振興
2億4,060万円
　　8.6％

土木・住宅
3億2,776万円
　　11.7％

災害復旧
2億4,050万円
　　8.6％

予備費等　710万円
　　　　　0.2％

議会・総務
5億655万円
　　18.0％

村債返済
2億9,532万円
　　10.5％

消防　1億1,206万円　4.0％

歳出総額
28億700万円

30億9,335万円
31億8,055万円33億5,492万円

令和3年度末見込額 令和4年度末見込額 令和3年度末見込額 令和4年度末見込額

歳　入

国庫支出金
3億1,184万円
　　11.1％

繰入金
3,038万円  1.1％

県支出金
1億2,055万円  4.3％

村債
1億7,760万円　
　6.3％

その他　1億8,084万円　6.4％

村税 
1億7,590万円　
　    6.3％

地方交付税等
18億989万円　64.5％

歳入総額
28億700万円

31億883万円

縦に90％縮小してある
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◆
鎌
倉
俊
文  

近
作
展

▼
展
示
期
間　

4
月
14
日
㈭
～
5
月
8
日
㈰

　

入
場
無
料
・　

火
曜
日
休
館

　

��������������













�
�
�
�
�
�
���



ふ
る
さ
と
ら
ん
ど
小
川
で
は
、
長
野
市
の
鎌倉俊文



さ
ん
に

よ
る
ア
ク
リ
ル
画
展
を

開
催
し
ま
す
。

　

��

�

作
品
約
40
点
を
展

示
し
ま
す
。

　

�
�����




�

多
く
の
方
の
ご
来

場
お待

ち
し
て
お
り

ま
す
。

ふるさとらんど情報 公
民
館
図
書
室
《
ぶ
っ
く
る
た
ん
ぽ
ぽ
》

【
小
説
】

	

桜
風
堂
夢
も
の
が
た
り	

村
山�

�
�

　

�
�
早紀


	

隠
蔽
捜
査
９
︱
探
花
︱	

今
野��


�

　
�

�

　

敏

	

鑑
定
人　

氏
家
京
太
郎	

中
山　

七
里

	

お
ネ
コ
さ
ま
御
一
行	

群　

よ
う
こ

【
心
理
学
】

	

２
つ
の
扉	

高
橋　

佳
子

【
生
活
】

	

イ
ラ
ス
ト
で
よ
く
わ
か
る
か
ん
た
ん
片
づ
け
術	

中
山
真
由
美

【
情
報
】

	

う
か
た
ま
vol. 

66

　

４
月
の
新
着
本　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

令和4年4月から成年年齢が18歳になります
こんなこと����������� �がで��������� �きるようになります!

〇保護者の同意������������が�����������なくても契約�����がで���きる 
　�������������◦クレ����������ジ���������ットカー�����ド����をつくる
　�������◦ローンを組む
　������������◦携帯電話を契約する  
　����������������◦一人暮らしの部屋を借りる な�ど
〇 10 年有効の�����������パ����������ス���������ポ��������ートを取得する 
〇公認会計士や司法書士、医師免許、薬剤師免許   
な�������������ど������������の国家資格を取得する  

〇結婚は女性の結婚可能年齢� �������� ���が�� ������ ���16歳から18 歳に引
き上����������� �����げ���������� �����られ、男女とも18 歳になる 

〇性同一性障害の人��������������が�������������性別の取り扱いの変更審判を
受けられる

今ま���� ���������でど�� ���������おり20歳に なってから
〇お酒を飲む
〇た�������ば������こを吸う  
〇競馬、競輪、オートレース、競艇の投票券��（�馬
券な�����ど）���を買う

〇養子を迎える  
〇中型自動車運転免許の取得������������（�����������大型自動車運転免   
許の取得は 21 歳以上�）
※普通自動車免許は、今ま����� ��� ���で���� ��� ���と同�� ��� ���じ� ��� ���く 18 歳から
取得�����で����きます。

〇国民年金に加入する・保険料を納付する

令和５年 小川村
20 歳のつどい（仮称）

　

◆日　時　令和5年1月3日㈫（予定）

◆対象者���������� �　��������� �平成14年 4月2日～
　　　　　　������� 15年 4月1日生まれ

◆問合せ　������小川村公民館
　　　　����������　☎２６９-２０７７

　　����������成年年齢引き下げ後の
　　　　　����������小川村成人式について
　�������������������������成人式の���������������������対象年齢を18歳とした場合、受験や就職活動
等進路選択の時期と重なり、対象者の負担が大きくなるこ
とが想定されます。
　�������������������������20歳は就職や進学を経験し、人生における今後の目標
や決意を再認識する時期であるととらえ、ふるさとに集う
場を設け、地域においても社会人としての歩みを応援する
時期として適当であると考えられるため、民法改正後の対
象年齢を����������������������小川村では�����������������現行どおりの「20歳」としました。
　�������������������������また、����������������������名称を仮称「20歳のつどい」として右記のとお
り予定しています。
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令和

４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は
、

月
額
１６

，
５
９
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。
申
請
を
す
れ
ば
、
口
座

振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も

可
能
で
す
。

　

な
お
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
や
猶
予
を

受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住

民
福
祉
課　

住
民
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

特
別
支
援
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す

る
学
生
で
、
前
年
所
得
が
一
定
基
準
額

（
１
２
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万

円
＋
社
会
保
険
料
控
除
等
）
以
下
の
方
で

す
。

◆
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
書
（
住
民
係
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。
日
本
年
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。）
に
在
学
証

明
書
（
原
本
）
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
を

添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令和

３
年
度
に
学
生
納
付
特
例

制
度
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
て

い
た
方
で
、
引
き
続
き
令和

４
年
度
も
在

学
予
定
の
方
に
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
学

生
納
付
特
例
申
請
書
」（
ハ
ガ
キ
形
式
）
が

４
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
令和

４
年
度
の
申
請
が
で

き
ま
す
（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
）。

　

た
だ
し
、
在
学
し
て
い
る
学
校
等
に
変

更
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
で

申
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
再
度
在

学
証
明
書
等
を
添
付
し
、
通
常
の
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
年
金
手
帳
が
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」

に
変
わ
り
ま
し
た

令和

４
年
４
月
以
降
、

◦
新
た
に
年
金
制
度
に
加
入
す
る
方

◦
年
金
手
帳
の
紛
失
等
に
よ
り
再
発
行
を

　

希
望
す
る
方

に
は
、「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
が
発
行

さ
れ
ま
す
。
既
に
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の

方
に
は
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
の
発

行
は
行
い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
年
金
手

帳
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
場
合

　

年
金
手
帳
の
紛
失
等
に
よ
り
再
発
行
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
に
代
わ

り
、「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
の
再
交
付

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
年
金
に
関
す
る
照
会
や
申
請
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ーも

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
問
合
せ

　

住
民
福
祉
課　

住
民
係

　

☎２６９


―
２
３
２
３

　

長
野
南
年
金
事
務
所

　

☎２２


７―

１２

８
４

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

���������������















事
業
者
の
方
へ
向
け
た
消
費
税
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
会　

場

　

���


�
����




長
野
税
務署
　

別
館
2
階
会
議
室

◆
日　

時　

◦
5
月
18
日
㈬

　

�
�
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　

�
�
午
後
1
時
30
分
か
ら
２
時
30
分
ま
で

◦
6
月
7
日
㈫

　

�
�
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　

�
�
�
�

午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
30
分
ま
で

◆
定　

員　

各
回
20
名
（
事
前
登
録
制
）

◆
そ
の
他

　

�
��������������














来
場
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

　

���


�
����������










長
野
税
務署
　

法
人
課
税
第
一
部
門

　

�
�
��


☎２

３
４―

０
１１１


（
内
線
３
１
４
）

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
民
法
改
正
に
よ
り
成
年
年
齢
は
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
国
民
年
金

へ
の
加
入
と
保
険
料
の
納
付
義
務
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
20
歳
到
達
時
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定以

下
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４
月
１
日
付(　

)

内
は
旧
任

◆
役
場
職
員

【
総
務
課
】

総務

課
長

　

和
田　

勝
男	

（
建
設
経
済
課
長
）

課
長
補
佐
兼
総務

係
長

　

松
澤　

清

（
社
会
教
育
係
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）

課
長
補
佐
兼
企
画
財
政
係
長

　

竹
村　

広
義

	

（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）

会
計
税
務
係

　

堀
内　

健
司	

（
上
下
水
道
係
）

総
合
戦略推


進
室

　

尾
上　

大
樹	

（
県
か
ら
派
遣
）

【
建
設
経
済
課
】

建
設
経
済
課
長

　

髙
羽　

哲
夫（
課
長
補
佐
兼
総務

係
長
）

課
長
補
佐
兼
産
業
係
長

　

中
島　

剛
信

	

（
課
長
補
佐
兼
企
画
財
政
係
長
）

農
林
公
社み

ら
い
へ
の
派
遣

　

和
田　

優
孝	

（
会
計
税
務
係
）

上
下
水
道
係

　

加
藤　

匠	

（
新
規
採
用
）

【
教
育
委
員
会
】

社
会
教
育
係
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

　

古
林　

一
房	

（
産
業
係
長
）

【
県
へ
の
派
遣
】

　

伊
藤　

正	

（
農
林
公
社み

ら
い
派
遣
）

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
】

　

山
下
ま
ど
か	

（
大
阪
府
和
泉
市
か
ら
）

　

和
田　

長
土	

（
東
京
都
練
馬
区
か
ら
）

【
退
職
】

　

宮
下　

隆
男	

（
総務

課
長
）

◆
小
川
小
学
校

【
転
入
】

教
諭　

小
山　

堅
治（
附
属
松
本
小
学
校
）

教
諭　

宮
沢　

和
也	

（
裾
花
小
学
校
）

【
転
任
】

教
諭　

鈴
木　

哲
隆	

（
七
二
会
小
学
校
）

教
諭　

青
木　

秀
一	

（
芹
田
小
学
校
）

講
師　

竹
村　

昭
浩	

（
広
徳
中
学
校
）

◆
小
川
中
学
校

【
転
入
】

教
諭　

高
橋　

芽
衣（
伊
那
東
部
中
学
校
）

教
諭　

遠
藤　

公
洋	

（
豊
野
中
学
校
）

教
諭　

宮
㟢
久
美
子	

（
飯
綱
中
学
校
）

講
師　

西
田　

陽
子	

（
櫻
ヶ
岡
中
学
校
）

講
師　

小
出　

俊
彦	

（
真
島
小
学
校
長
）

【
転
退
任
】

教
諭　

宮
下　

由
美	

（
退
職
）

教
諭　

黒
岩　

正
章（
信
州
新
町
中
学
校
）

人  

事  

異  

動

◆
長
野
市
消
防
局
新
町
消
防
署

　

小
川
出
張
所

【
転
入
】

消
防
司
令補
　

宮
沢　

一
明（
篠
ノ
井
署
）

消
防
司
令補
　

高
木　

陽
祐（
東
部
分
署
）

消
防
士
長　
　

岡
村　

和
裕（

安
茂
里
分
署
）

【
転
出
】

消
防
司
令　

宮
本　

雅
史（
安
茂
里
分
署
）

消
防
司
令　

小
島　

浩	

（
信
濃
町
分
署
）

消
防
士
長　

関　

祐
基	

（
新
町署

）

※
な
お
、
長
野
市
消
防
局
新
町
消
防
署
小

川
出
張
所
は
、
５
月
１
日
よ
り
「
小
川

分
署
」
へ
名
称
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

◆
小
川
村
警
察
官
駐
在
所

【
転
入
】

巡
査
部
長　

篠
原
慶
太
郎　

（
交
通
機
動
隊
諏
訪
分
駐
隊
か
ら
）

【
転
出
】

巡
査
部
長　

山
本　

直
人　

（
筑
北
村
・
坂
井
駐
在
所
へ
）
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小
学
校
に
新
た
に

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任
し
ま
し
た

　

新
た
に
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

が
１名

、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
よ
り
来

日
し
ま
し
た
。
来
日
し
た
ド
ー
ン
・
ベ

ク
ワ
先
生
は
、
４
月
よ
り
小
川
小
学
校

に
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
サ
ラ
先
生
と
協
力
し
な
が
ら
、

児
童
生
徒
の
外
国
語
学
習
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
。

　

�������






�
�
�
�
�
��


見
か
け
た
ら
、
気
軽
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

《
�
�
�
�
�
�
�
�

ドー

ン
先
生
から

�》　

私
は
小
川

村
に
来
ら
れ

た
こ
と
が
と

て
も
嬉
し
く
、

日
本
の
文
化
や
伝
統
を
学
ぶ
こ
と
に
わ

く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

　

���


�
����������










ま
た
、
皆
さ
ん
に
南
ア
フ
リ
カ
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

加か
と
う藤　

�　

匠た
く
み（

新
規
採
用
）

　

�������������













本
年
度
よ
り
小
川
村
役
場
の
職
員

と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
加
藤
と
申
し
ま
す
。

　

����



�
��

�
������






私
は
長
野
市
の
出
身
で
小
川
村
に
は

観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
村

民
の
皆
様
の
温
か
さ
や
雄
大
な
山
々
と
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
自

然
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
村
の
魅
力

を
多
く
の
人
に
伝
え
、
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
日
々
の
仕
事
に
精
一
杯
取
り
組む

の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
貢
献
活
動
や
行
事
な
ど
を
通
じ
て
村
民
の
皆

様
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

����



�
���


�
�
�
�
�
�
����������










ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
至
ら
ぬ点も多



い
と
思
い
ま
す
が
、
一
日

で
も早

く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尾お
が
み上　

大ひ
ろ
き樹

（
県
か
ら
派
遣
）

　

�������������













本
年
度
����������










、
���������









小
川
村
役
場
����




に
交
流
�職

員
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

尾
上
と
申
し
ま
す
。

　

�
�
���


�
����



�
��

�

出
身
は
佐
久
市
の
旧
望
月
町
で
、
蓼

科
山
の
麓
の
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
育
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
自
分

か
ら
見
て
も
、
小
川
村
の
景
色
の
美
し
さ
や
星
空
の
綺
麗
さ
に
は

日
々
胸
を
打
た
れ
て
い
ま
す
。
小
川
村
の
一
員
と
な
り
、
こ
こ
で

働
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
小
川
村
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
、
小
川
村
に
暮
ら
す
住
民
の
皆
さ
ま
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
、
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�
�
�
�
�
�
������������











�
�
�
���



至
ら
ぬ点も多



く
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ま
に

信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山や
ま
し
た下

ま
ど
か（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　

������





�
������






こ
の
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
小
川
村
農
林
公
社み

ら
い
で
勤

務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
山
下
と

申
し
ま
す
。

　

�������������












�
�
�
�
�
�
�
�
����




農
業
に
つ
い
て
は
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
唐辛

子
の
栽
培

し
か
経
験
が
な
く
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
な
が
ら
経
験
を

積
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
農
業
経
験
が
豊
富
な
小
川

村
の
み
な
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
助

か
り
ま
す
。

　

��������







�
����������������















大
阪
か
ら
小
川
村
に
引
っ
越
し
て
、自
然
の
豊
か
さ
に
感
動
し
、

春
の
寒
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
早
く
小
川
村
に
馴
染
ん
で
、
村
の

発
展
に
少
し
で
も
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

����



�
��������








よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

和わ

だ田　

長な
が
と土（

地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　

����



�
��

�
������






小
川
村
の
皆
様
、
始
め
ま
し
て
��

。
�４

月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

移
住
し
て
き
ま
し
た
�
�����





和
田
と
申
し
ま

す
��������







�
�
����




。
ふ
る
さ
と
納
税
の
�
�
����




返礼

品
の
��

企
画

や
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�
�
����



�
������





�
����������










大
好
き
な
山
の
近
く
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と
思
い
�����





、
����




移
住
先
を

探
し
て
お
り
ま
し
た
。
自
然
豊
か
で
美
し
い
こ
の
小
川
村
で
働
け

る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

���


�
����������









�
�
�
�
�
��

�
�
�

こ
こ
最
近
の
コ
ロ
ナ
������





�
�
�
�
�
��

�
�
�

禍
�����




�
�
�
�
�
��

�
�
�

で
移
住
や
リ
モート


ワ
ー
ク
の
需
要
も

増
え
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
小
川
村
の
良
い
所
を
見
つ
け
出
し
発

信
し
て
い
き
、
人
口
増
加
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市町

村
合
併
が
多
い
中
、
小
川
村
と
し
����������










て
���������









頑
張
っ
て
い
る
こ
の
地

域
の
利
益
を
少
し
で
も
生
み
出
せ
る
よ
う
に
微
力
な
が
ら
頑
張
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
����



�
����



�
��

�
����




、
���


�
����



�
��

�
����




今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新規採用職員



くら 報し 情の
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美
し
い
村
推
進
委
員
募
集

総合戦略
推進室

　

村
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
美
し
い
村

推
進
委
員
と
と
も
に
、
幹
線
道
路
沿
い
を

中
心
に
景
観
改
善
を
目
的
と
し
た
桜
の
植

樹
を
は
じ
め
、
草
刈
り
等
の
環
境
整
備
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
更
な
る
「
美
し
い
村
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
「
美
し
い
村
推
進
委
員
」
と

し
て
活
動
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
�����




活
動
内
容　

◦
����



�
����������










支
障
木
除
去
や
草
刈
り
、
花
木
の
植
栽

管
理
な
ど

◦
����



�
������





�

美
し
い
村
推
進
に
向
け
た
検
討

◆
����������










活
動
日
数　

月
����




５
���



日
程
度

◆
����



�
�
�
���



時　

給　

１
，
１
０
０
円

◆
����



問
合
せ　

　

総務

課　

総
合
戦略推


進
室

　

�
�
�
�

☎
�
�
�

２６９

―

２
３
２
３

若
者
新
規
就
労
激
励
金

総合戦略
推進室

　

小
川
村
に
定
住
し
て
働
こ
う
と
す
る
新

規
学
卒
者
な
ど
の
皆
さ
ん
に
、
10
万
円
の

激
励
金（
１
人
１
回
限
り
）を
支
給
し
ま
す
。

小
川
村
結
婚
支
援
事
業

総合戦略
推進室

　

村
で
は
結
婚
祝
い
金
の
支
給
を
は
じ
め
、

結
婚
相
談
所
等
に
登
録
す
る
経
費
や
新
規

に
婚
姻
し
た
世
帯
（
条
件
あ
り
）
の
引
越

し
費
用
・
居
住
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
今
月
配
布
の
村
の
補
助

一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
婚
活
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
結

婚
支
援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

長
野
地
域
の
市町

村
と
連
携
し
た
婚
活

イ
ベ
ン
ト
等
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

教
育
相
談

教　育
委員会

　

������������











�
��


教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
お
子
さ
ん
に
関
す
る
気
に
な
る
こ
と
、

心
配
な
こ
と
に
つ
い
て
の
悩
み
を
解
決
す

る
た
め
、
月
に
一
度
「
教
育
相
談
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◆
た
と
え
ば

◦
こ
の
ご
ろ
元
気
が
な
い

◦
落
ち
着
き
が
な
い

◦
会
話
が
か
み
合
わ
な
い

◦
先
生
の
話
を
聞
け
な
い

◦
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
て
い
な
い
よ
う

◦
気
に
な
る
ク
セ
や
行
動
が
あ
る　

な
ど

　

�����������










�
����



相
談
は
北
田������






�
����



　

�����




�
����



浩
子
委
員
（
偶
数
月
）・

水
上�

�
�
���


�
����



�
��


　

�
�
���


�
����



�
��


弘栄

委
員
（
奇
数
月
）
が
お
受
け

し
ま
す
。

　

���������������















相
談
会
場
は
、
ふ
る
さ
と
ら
ん
ど
小
川

で
す
。
ま
た
、
相
談
時
間
内
に
は
、
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

�
�
�
�
�
�������






�
�
�

秘密

は
厳守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
電
話

　

☎
０
８
０―

６９

３
３―

２
３
１
０

◆
����




申
請
資
格

①
�������������












�
�

中
学
校
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
又
は

大
学
等
を
卒
業（
中
退
を
含
む
）し
た
方

②
���


�
�
�
���������









卒
業
後
１
年
以
内
に
新
規
就
労
し
た
方

③
���


�
�
���


�
�
�
����




就
労
後
も引

き
続
き
２
年
以
上
村
内
に

住
む
意
志
を
持
つ
方

※������������������














「
就
労
」と
は
、企
業
等
に
就
職（
自
営
等・

家
事
手
伝
い
を
含
む
）
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

人
権
相
談

住民係

◆
日�����





�
��


　

����



�
��


時　

５
月
９
日
㈪

　
　
　
　
�

�
�

　

�
�
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場�����





�
�����





　

����



�
�����





所　

役
場
２
階　

会
議
室

◆
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

　
　

福
嶋　

美
雪　
　

川
又　

啓
一

◆
相
談
無
料　

秘密厳守


　

予
約
不
要

相
談
日
（
予
定
）
相
談
時
間

４
�／
30

６
�／
25

８
�／
27

10
／
29

12
／
17

２
�／
25

５
�／
26

７
�／
28

９
�／
22

11
／
24

１
�／
26

３
�／
23

北田　浩子委員水上　弘栄委員

13 �� ��� 時～ 16 時



くら 報し 情の
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村の人口　　（令和４年 4 月１日現在  前月比）

	 人　口	 2,355 人	 ＋	 4
	 男	 1,164 人	 ＋	 1
	 女	 1,191 人	 ＋	 3
	 世帯数	 1,049 戸	 ＋	 6

◆お誕生おめでとう
　 氏　名　　　 　　　月 日　　　  
伊
い べ

部　永
え い ら

蘭　　（男）　   ２/11　　
　保護者　竜矢・実優　　地区　小根山町

◆ご冥福をお祈りします
	  氏　　名	  月　日	 地　　区
	瀧澤　國光　	  ２/13	 ���夏　和
	�����大日方万平　	  ２/15	 ����高府下町

2022.4　広報おがわ　

くら 報し 情の
月日 曜日 行　　　　　　　事

4.16 土

17 日

18 月 こころの相談室（保）

19 火

20 水 空き家活用相談（役）

21 木

22 金

23 土 消防団出初式

24 日 区長組長会（公）

25 月

 26 火

27 水 胸部らせん CT 検診（保）

28 木 定例教育委員会（役）

29 金 《昭和の日》

30 土 教育相談（ふ）

5.  1 日

 2 月

3 火 《憲法記念日》

4 水 《みどりの日》

5 木 《こどもの日》

6 金

 7 土

  8 日

9 月 人権相談（役）　 こころの相談室（保）

10 火 　

11 水 　

12 木

13 金 　

14 土

◆小林淳生（小林病院院長）�� ����������	� ����������◆����������細川康雄������（新町病院）
◆小林和生（小林病院副院長�）	 ◆山川淳一（篠ノ井総合病院）
◆����������重松泰介（整形外科）	 ◆小林由紀（糖尿病���内科�）
◆本郷������������ ��������　����������� ��������実（新町病院院長）�� ��������	� ��������◆宮尾陽一����（内科）
◆��������������� 荒井恵子（内科）　������ 	����� 　　　　　

診療所　診療担当医表（���� � �����4��� � �����/�� � �����13 � �����～ �����5����/���21�）

（敬称略）

（敬称略）

小川村国保直営診療所　☎ 269-2279

月 火 水 木 金 土

　　 4/13 14 15 16

 8:30~11:15 内科
小林和生

糖尿病内科
小林由紀 内科

宮尾陽一

 内科
宮尾陽一

14:00~16:00

18 19 20 21 22 23

 8:30~11:15 内科
荒井恵子

内科
小林淳生

内科
細川康雄

内科
山川淳一

　

14:00~16:00

25 26 27 28 29 30

 8:30~11:15 内科
荒井恵子

内科
小林和生

糖尿病内科
小林由紀

　 　
14:00~16:00

5/2 3 4 5 6 7

 8:30~11:15 内科
荒井恵子 　 　 　

　

　

14:00~16:00 内科
山川淳一

9 10 11 12 13 14

 8:30~11:15 内科
荒井恵子

内科
小林和生

糖尿病内科
小林由紀

内科
山川淳一

循環器
本郷　実

14:00~16:00

16 17 18 19 20 21

 8:30~11:15 内科
荒井恵子

内科
小林淳生

内科
細川康雄 内科

宮尾陽一

内科
宮尾陽一

14:00~16:00

整
形
外
科

重
松
泰
介

 

内
科
荒
井
恵
子

整
形
外
科

重
松
泰
介

 

内
科
荒
井
恵
子

整
形
外
科

重
松
泰
介

 
内
科
荒
井
恵
子

整
形
外
科

重
松
泰
介

 

内
科
荒
井
恵
子

（診）診療所 ／（保）保健センター ／（び）びっくらんど小川／
（役）役場 ／（に）にこにこ保育園 ／（小）小学校／（中）中学
校／（公）公民館／（ふ）ふるさとらんど小川／（プ）プラネタ
リウム館／（バ）バスティ高府



１２

発
行
／
小川村


　
〒
381-3302 長

野
県
上
水
内
郡
小川村大



字
高
府
8800-8　

　
　
　
　
　
  編

集
／
小川村


役
場
総
務
課
　
2022年

4月
7日

☎
026-269-2323　

蕭
026-269-3578　

U
RL  http://w

w
w
.vill.ogaw

a.nagano.jp　
E-m

ail info@
vill.ogaw

a.nagano.jp
「

広
報

お
が

わ
」

は
、

地
球

環
境

保
護

の
た
め
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
して

お
り
ま
す。


広報おがわ　2022.4

にこにこ保育園

小川小学校  

小川中学校

ご卒園・ご卒業、ご入園・ご入学

おめでとうございます

3 ����  ������ ������月 19 日㈯、12 名が卒園しました 4���������������������� �������� 月4日㈪、11名が入園しました（新規入園4 名、途中入園7 名）

3 ����  ������ ������月 17 日㈭、19 名が卒業しました 4 ���  ������� �����月 6 日㈬、12 名が入学しました

3 ����  ������ ������月 17 日㈭、16 名が卒業しました 4 ���  ������� �����月 6 日㈬、19 名が入学しました


